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 この性質を利用して毎年繰り返される集団検診における多元的な大量データに活用し，検査項目の重
みづけを行ない，健康管理面に具体的に施策できる実践的研究を行なっている．
         非計量データの解析 一directiona1method一
                              馬  場  康  維
統計的データ解析をする際，多次元のデータを視覚化することは，解析を進める上で非常に有用であ
る．
 1）質的なデータ
 たとえば，第1図のように，質問に対する反応バターンをベクトルの向きで表現する．反応パターン
から数量を予測したり，反応パターンを整理する場合にこういう表現法を用いることができる．ある個
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目的変量のベクトル表現およびアイテム・カテゴリーへの反応バターンの連結ベクトル表現
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人の反応パターンは，第2図のような折れ線によって把握することができる．  ／
 質問項目ブの答えに応じた方向を表わすベクトルをx5とし，反応バターンを表わす合成ベクトルを
                    ＾   R                    γ＝Σ舳x5
                      5＝1
とする．反応バターンから数量を予測する場合（数量化I類に対応する），γの方向が予測値に対応す
る．’）
 数量化III類が対象とする問題を考える．この場合，合成ベクトルγの方向を反応パターンから得ら
れる個人得点とみなせば，個人得点と反応パターンの関係がグラフから読み取れる．2〕
 2）順位データ
 いくつかの項目に順位をつけたときのデータを整理，表現するために順位グラフが考案されて
いる．3〕14）
 これらのグラフはdirectiona1dataの統計という観点から意味づけができる．
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ベイズ型重回帰
石  黒  真木夫
1．ベイズモデルとAIC最小化法
 Smoothness priorをもちいたベイズモデルによる解析が有効な典型例として回帰分析がある（石
黒・荒畑，ユ982）．
 従来のAIC最小化法によって滑らかだ回帰曲線を得ることは，たとえば，多項式回帰における次数選
択によって実現されていた（坂元値，1983）．一般に，あまり激しい変動をしたい滑らかな関数を推定
しようとしている場合に「次数選択」という手段が使われているといってよい．したがってある場面で
AICがr次数選択」に使われているなら，そこではベイズモデル，smoothness priorを用いたベイズ
モデル，の利用が考えられる．
 AICが使われるのはr次数選択」の場面だけではたい．r変数選択」にも使われる．r次数選択」に対
応してsmoothness priorが存在するとすると，「変数選択」に対応する事前分布があって然るべきであ
る．「変数選択」が必要になる典型的な場面は重回帰である．重回帰モデルのパラメータの推定に適し
た事前分布があってよい．
 2．ベイズ型重回帰モデル
 重回帰モデル
                    ツ＝xα十r
のパラメータαの推定に使われる2つの対照的た方法として，
